
〈
研

究

論

文

７

〉

道
元
と
波
多
野
精
一
に
お
け
る
時
間
構
造

―
―
非
連
続
の
連
続
性
―
―

一
　

は
じ

め
に

―
―
無
去
来
、
無
飛
去
、
無
客
観
と
し
て
の
時
間
性

こ
の
小
論
は
、
道
元
（
一
二
〇
〇
一
二
一
五
三
）
が
思
惟
し
た
「
時
間
の
構

造
」
を
闡
明
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
に
波
多
野
精
一
（
一
八
七
七
―
一
九
五

〇
）
の
時
間
究
明
を
照
明
と
し
て
用
い
る
。
こ
の
こ
と
で

、
ど

の
程

度
ク
リ

ア
に
な
り
、
リ

ュ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

か
が
当
面
の
課
題
と
な

る
。

照
し
出
す
波
多
野
精
一
の
時
間
究
明
は
、
道
元
の
思
惟

に
対
し

い
わ
ば
一

部

に
せ
よ

フ
レ
ー
ム
を
提
供
す
る
わ
け
だ

か
ら
、
当
然
な
が
ら
結
果
と
し
て

共
通
項
を
浮

か
び
あ

が
ら
せ

る
こ
と

に
も
な
る
。
そ
の
意
味
で

は
鎌
倉
時
代

の
日
本
曹
洞
宗
開
祖
で

ブ
ッ
ダ
の
正

法
を
伝
え
る
と
自
負
す

る
道
元
禅
師
と

い
う
仏
教
哲
学
者
と

、
そ
の
後
約
七
百
年
を
経
た
日
本
近
代

の
西
洋
哲
学
の

考
え
ら
れ
う

る
最
も
正
統
な
継
承
者
の
一
人
で
あ
る
波
多
野
精
一
博
士
と
い

側
　

瀬
　
　
　

登

う
キ
リ

ス
ト
教
哲
学
者
と
の
比
較
に
よ
る
共
通
項
抽
出
の
試
み
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
な
さ
れ
る
共
通
項
抽
出
は
、
今

日
の
慢
性
的
虚
無
的
課
題
に
一
石
を

投
じ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

「
時
間
」
は
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
と

い
わ
れ

る
歴
史
的
な
時
間
だ
け
で

は
な
く
、
巻
き
返
し
の
き
か
な
い
自
己

の
過
ぎ
去

っ
た
幼
年
期
、
青
年
期
も

ま
た
時
間
で
あ

る
。
後

者
は
「
取
り
戻
す
術

の
な

い
」
時
間
で

あ
り
、
「
昔

を
今

に
な
す
由

も
な

い
」
時
間
で

あ
り
、
故
事

に
い
う

「
覆
水
盆

に
返
ら

ず
」
の
時
間
で
あ
る
。
こ

の
時
間
性
格
を
、
「
不
可

逆
性
」
と
し
て
波
多
野

精
一
は
捉
え
、
最
も
根
源
的
、
基
本
的

（
ｐ
ｈｕ
ｓ
ｉｓ
）
な
時
間
で

あ
る
と
こ

ろ

か
ら
「
自
然
的
時
間
性
」
と
い
う
。
（
参
照
、
拙
著
『
時
間
と
対
話
的
原
理
―
―

波
多
野
精
一
と
マ
ル
チ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
―
―
』
の
Ｉ
、
晃
洋
書
房
）
。

こ
の

「
自
然
的
時
間
性
」
は
、
い
わ
ば
過
ぎ
去

る
方

へ
向
か

っ
て
い
る
こ

と
か
ら
〈
現
在
↓
過
去
〉
の
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
、
方
向
づ
け
が
で
き
る
。
今
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の

意

識

の

過

去

方

向

化

で
あ

り

、
「
過

去

へ

の

現

在

」

で

あ

る
。

こ
れ
に
反
し
、
鎌
倉
時
代
の
よ
う
な
歴
史
の
時
間
は
、
む
し
ろ
〈
過
去
↓

現

在

〉

の

ベ

ク
ト

ル

を

も

つ

と

い

え

る

。
「
過

去

か
ら

の
現

在

」

で

あ

る
。

波

多

野

精

一
は

、

こ

れ

を

「
文

化

的

時

間

性

」

と

称

し

、
「
歴

史

」

だ

け

で

な

く

、
「
科

学

」

の

「
客

観

的

時

間

」

と

プ

ラ

ト

ン

「
哲
学

」

の

「
無

時

間

性

」

を

も

変

種

と

し

て

こ

こ

に

含

め

る

。
一
客

観

的

時

間

」

は

欠

陥

を

「
極

み

な

ぎ

連

続

に

よ

っ

て

填

補

」

し

続

け

る

こ

と

で

「
無

終

極

性

（
Ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｏ
ｓ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
「
科
学
」
の
時
間
性
で
あ
り
、

ま

た

プ

ラ

ト

ン

「
哲

学

」

は

「
観

想

」

の

徹

底

に

よ

っ

て

「
無

時

間

性

（
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
ｌ
ｏ
ｓ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
」
に
至
る
。
共
に
「
文
化
的
時
間
性
」
と
し
て
波
多
野
精

一

は

捉

え

る

。

「
過

去

」

は

、

そ

の

言
葉

が

表

わ
す

よ

う

に

「
過
ぎ

去

っ

た
」

時

で

あ

る

か

ら

過

去

で

あ

り

、

し

た
が

っ
て

「
現

在

」

で

は

な

い
。

ま

た

「
未

来

」

は

「
未

だ

来

て

い

な

い

」
時

で

あ

る

か

ら

未

来

で

あ

り

、

し

た

が

っ
て

「
現

在

」

で

は

な

い

。

言

葉

が

誤

用

さ

れ

て

い
な

け

れ

ば

こ

う

い

い
う

る
。
「
過

去
」

も

「
未

来

」

も

こ

の

限

り

で

は

「
現

に

存

在

」

し

て

い

な

い

、

の

で

あ

る

。

で

は

「
現

在

」

は
ど

う

か

。

「
現

在

」

は

「
今
」

と

も

表

現

さ

れ

、
「
現

に

在

る

」

で

あ

っ
て

、

英

語

で

み

て

も

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
は

「
現

在

」

の

ほ

か

に

「
出

席

」
「
贈

り

物

」

の

意

味

も

あ

り

、
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

は

「
存

在

」

で

あ

る

の

は

言

う

ま

で

も

な

い

で

あ

ろ

う

し

、

ラ

テ

ン

語

で
み

て
も

ｐ
ｒ
ｅ

が

「
前

に
」
、
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ

「
あ

る
」

こ

れ

ら

の

合
成

語

で
あ

る

。

と
す

る
な

ら
あ

り

そ

う

だ

が

、

し

か

し

一
秒

前

は
詳

細

に

は
そ
の
一
秒
を

「
特
定
」
し
た
と
き
思
考
回
路

の
経
過
時
間
か
ら
過
去
と
な

り
既
に
な
い
。
現
在
の
一
秒
の
定
義
、

セ
シ
ウ

ム
１
３
３
の
原
子

の

マ
イ

ク

ロ
波
の
振
動
数

に
よ
る
基
準
（
国
際
原
子
時
）
で

い
く
と
す
る
な
ら
、
一
瞬

の
現
在

の
過
去
化
で
殆
ど
現
在
と
は
人
間
に
捉
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問

に
も
な
る
。
機
械
観
測
に
よ
る
１
／
1
0
秒
、
1
／
１
０
０
秒
と
微
小
化
し
て

い
っ
て
も
同
様
で

あ
る
。
過
去
と
未
来
と
の
境
で

あ
る
「
瞬
間
」
と
し
て

も

今
の
一
瞬
は
過
去

の
一
瞬

と
な

っ
て

い
る
よ
う
だ
。
「
無
限
分
割
」
を
時

間

に
施
せ

ば
、
今

は
限
り
な
く

ゼ
ロ
つ
ま
り
無
に
近

づ
く
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
時
間
」

の
い
わ
ば
空
間
的
把
握
に
よ

る
「
客
観
的
時
間
」

か
ら

の

帰

結
で
あ

る
。
し

か
し
日
常
生
活
の
常
識
に
戻
り
、
差
し
あ
た
り
は
「
今
」

「
現
在
」

は
あ
り
そ
う
、
な
け

れ
ば
「
こ
の
よ

う
な
機
会
」

も
な

い
の
で
、

一
応
は
「
現
在
」

は
あ
る
こ
と
と
し
て

お
く
。

で

は
、
こ
の
よ

う
な
「
時
間
」
の
常
識
的
見

解
か
ら
、
自
ら
の
考
察
へ
と

読
者
を
導
い
て

い
っ
た
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ

ヌ
ス
と
道
元
を
み
て
み
た
い
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
有
名
な
こ
と
だ
が
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

「
…

…
時
間

と
は
何
で
あ
る

か
。
だ
れ
も

わ
た
し

に
問
わ
な
け
れ
ば
、

わ
た
し
は
知
っ
て

い
る
。
し

か
し
、
だ
れ
か
問
う
も
の
に
説
明
し
よ
う

と
す
る
と
、
わ

た
し

は
知
ら
な

い
の
で
あ
る
。
」
（
『
告
白
』
服
部
英
次
郎

訳
、
岩
波
文
庫
(
下
)
）

道
元

も
ほ
ぼ
同

様
の
こ
と
を
、
私
に
は
新
鮮
な
発
見
で
あ
っ
た
が
、
次
の

よ
う
に
表
現
す

る
。

「
去

来
の
方
跡
あ
き
ら
か
な
る
に
よ
り
て
、
人
こ
れ
を
疑
著

せ
ず
、
疑

ｌ　道元 と波多 野精一におけ る時間構造101



著
せ
ざ
れ
ど
も
し
れ
る
に
あ
ら
ず
。
」
（
『
正
法
眼
蔵
』
有
時
の
巻
第
二
段
。

水
野
弥
穂
子
校
注
、
岩
波
文
庫
目
に
よ
り
段
付
け
を
し
た
。
ま
た
旧
字
は
新
字

に
し
た
。
特
に
断
り
な
い
と
き
は
以
下
同
じ
。
）

要

約
す
れ
ば
、
人
は
一
日
一
日
と
日
を
お
く
り
疑
わ
な

い
が
、
疑
わ
な
い
の

は
疑
わ
な

い
で
日
を
お
く
れ
る
か
ら
で
、
知

っ
て

い
る
か
ら
で

は
な
い
、
と

鋭
い
。
道
元

は
常
識
的
見
解
で
誤
り
や
す
い
三
例
を
注
意
と
し
て
次

に
示
す
。
一

つ
は
凡
夫
の
見
解
と
し
て
。

「
あ
る
と
き
は
三
頭
八
臂
と
な
れ
り
き

、
あ
る
と
き
は
丈
六
八
尺
と
な

れ
り
き
。
た
と
へ
ば
、
河
を
す

ぎ
、
山

を
す
ぎ
し
が
ご
と
く
な
り
と
。
」

（
有
時
の
巻
第
五
段
）

要

約
す
る
と
、
あ
る
と
き
は
「
三
頭

八
臂
」

即
ち
仏
教
守
護
の
不
動

明
王
ま

た
は
阿

修
羅

（
Ａ

と
す
る
）
で
あ
り

、
あ

る
と
き

は

「
丈

六

八
尺
」

即

ち

立

っ
て

一
丈
六
尺
、
坐

っ
て
八
尺

の
仏
身
（
Ｂ

と
す
る
）
で
あ
る
と
受
け

と

る
こ
と
が

「
有
時
」

に
対
す
る
凡
夫
の
見
解
だ
、
と
。
あ
る
時
点
で
Ａ

で
あ

り
、
あ
る
時
点
で
Ｂ
で
あ
る
と

い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
の
誤
り
は
「
有
時
」

と
い
う
現
在
と
存
在
の
相
即
を
捉
え
て

い
な

い
と
こ
ろ

か
ら
く
る
常
識
的
見

解
で
、

一
応
、
道
元

は
理
解
を
示

し
な

が
ら
、

こ
れ

「
の
み

に
あ

ら
ず
」

（
第
六
段
）
と
い
う
。
こ
れ

は
私
た
ち

の
科
学
的
常

識
で
も

あ
り
、
「
地
理
」

「
歴
史
」

を
区
分
し
て

捉
え
る

捉
え
方

と
同

一
で

あ

る
。
（
本
来

「
地

理
」

「
歴
史
」
は

一
体
で
、
地
理
面
を
時
間
系
で
切

っ
た
一
つ
が
古
地
図
で
あ
り
、

最
新
地
図
で
あ

る
。

い
う
な
れ
ば
、
こ
こ
で
の

「
河
」
で
あ
り

「
山
」
で
あ

る
。
他
方
、
歴
史
面
を
空
間
系
で
切

っ
た
一
つ

は
郷
土
史
で
あ
り
、
世
界
史

で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
Ａ
で
あ
り
、
Ｂ
で
あ
る
。
た
だ
、
〈
空
間
↓
視
覚
〉

と
〈
時
間
↓
聴
覚
〉
と
す
る
な
ら
、
双
方
の
み
限
定
の
批
判
が
「
総
体
的
一

体
性
」

か
ら
あ
り
え
よ
う
。
）
捉
え
や
す

い
便
宜

か
ら
の
も
の
で

、
こ
れ

か

ら
脱
す
る
の
は
道
元
と
と
も
に
真
に
迫

る
た
め
不
可
欠
と
な
る
。
偏
倚
抽
象

を
具
体
本
然

に
捉
え
る
本
来
性
の
獲
得
で

あ
る
。

誤
り
の
二
つ
は
、

「
時

は
飛
去
す
る
と
の
み

解
会
す

べ
か
ら
ず
、
飛
去
は
時
の
能
と
の
み

は
学
す
べ
か
ら
ず
。
時
も
し
飛
去
に
一
任
せ
ば
、
間
隙
あ
り
ぬ
べ
し
。
」

（
有
時
の
巻
第
八
段
）

要

約
す
れ
ば
「
時
」

は
飛

び
去

っ
て
し
ま
う
だ
け
の
も
の
で

は
な

い
。
飛
び

去
る
だ
け
の
も
の
な
ら
風

に
飛
ば
さ
れ
た
「
紙
く
ず
」
の
よ
う
に
、
そ
の
前

後
に
隙
間
が
あ
る
は
ず

だ
が
、

な
い
の
だ

か
ら
、
と
。
人
は
常
々
時
間
を
意

識
し
な
い
。
意
識
し
た
時
間
だ
け
を
時
間
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
誤
り

に

な
る
と
道
元
は
い
う
。
楽
し
い
旅

の
メ
モ
リ

ー
だ
け
が
時
間
で

は
な
い
し
、

辛
苦
の
傷
つ
い
た
痕
跡
と
し
て

の
記
憶

だ
け
が
時
間
で
も
な
い
。
総
じ
て
記

憶
の
滞
留
だ
け
が
時
間
で

は
な
い
。
機
械
的
で

は
あ
る
が
デ
ジ
タ
ル
表
示
も

微
分
的
表
示
の
一
つ
と
し
て

は
同
一

に
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

誤
り
や
す
い
三
つ
は
、

「
経
歴
と
い
ふ
は
、
風
雨

の
東
西
す

る
が

ご
と
く
学
し
き
た
る
べ
か
ら

ず
。
」
（
有
時
の
巻
十
三
段
）

で

あ
る
。
「
経
歴
」
（
ル
ビ
は
古

い
読
み
で
、
意
味

は
一
応
こ
こ
で

は
時
間
の



本
性
と
す
る
）

と
い
う
の
は
、
風
雨

が
西

か
ら
東

へ
と
去
来
す

る
よ

う
に
流

れ
、
流
動
推
移
す
る
よ
う
に
受
け

と

っ
て
は
な
ら
な

い
、
と
。
時
の
変
化

を

川
の
流
れ
、

流
動
推

移
に
見

立
て

る
こ
と
の
多
い
私

た
ち

の
伝
統
的
感

性
に

と

っ
て
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
の
指
摘

は
強
烈
で

あ
る
。

こ
れ
ら
常

識
的
見
解

の
誤

り
は
い
ず

れ
も

時
間
で

な
い
と

い
う
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
は
時
間

の
本
来
で

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
三

点
は
そ

れ
ぞ
れ

時
間
に
つ
い
て
だ
が
、

主
語

が
〈
一
つ
〉
は
「
有
時
」

で
〈
無
客
観
〉

を
、

〈
二
つ
〉

は
「
時
」

で

〈
無
飛

去
〉
を
、
〈
三

つ
〉

は
「
経
歴

」

で

〈
無

去

来
〉
で
あ
る
こ
と
は
後

の
た
め
に
留

意
し
て

お
き
た
い
。
道
元

に
よ
る
と
本

来
の
時
間
は
〈
無
去
来
〉
〈
無
飛

去
〉
〈
無
客

観
〉

な
の
で
あ

る
。

そ
れ
で
は
、

何
故
テ

ー
マ
の
「
時
間

構
造
」

が
問
題

に
な

る
の
か
。

波
多
野
精

一
は
「
時

間
性

は
人
間

性
の
最

も
本
質

的
な
る
特

徴
で

あ
る
。
」

（
『
時
と
永
遠
』
第
一
章
三
、
岩
波
書
店
）
と
い
い
「
時
は
生
の
存

在
の
最

も
基
本

的
な

る
性
格
」
（
同
二
）
と
も

い
う
。
生
き

る
こ
と
の
基

本

に
時
間

が
あ

る

と
い
う
、
認
識
で
あ
る
。
時
間
を
常
時
意
識
す
れ
ば
、
時
間
が
生
き
る
こ
と

の

代

名
詞

と

も

な

る
。

過

去

化

に

偏

す

れ

ば

有

限

な

死

へ

の

重

さ

（
Ｓｃ
ｈ
wｅ
ｒ
ｅ
）
と
な
り
、
逆

に
未

来
化

に
偏
す
れ

ば
無
限
な
非

人
間

の
軽
さ

（
L
e
i
c
h
t
）
に
な
る
、
と
も
い
い
う
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
こ
か
ら
波
多
野
精

一
は
人
間
学
の
三
類
型

を
導
出

し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
す
る
本
質
構
造

の
時
間
性
を
示

す
。

そ
れ
が
「
自
然
的
生
」
で
は
「
自
然
的
時
間
性
」
で
あ

り
、
「
文

化
的
生
」

で
は

「
文
化

的
時
間

性
」

で
あ
り
、
そ

れ

に
「
宗

教
的

生
」
で
は
「
宗

教
的
時
間

性
」
の

「
永

遠
性
」
で
あ

る
と
い
う

（
「
未

来
」

は
将

に
来

る

「
将

来

」

と

な

る

。
「
将

来

」

の
勝

義

）
。

一
方

、

道

元

は

人

は

須

く

回

光

返

照

の

退
歩

を

学

ぶ

べ

し

。
」
（
『
普
勧
坐

禅
儀
』
）
と

い

う
。

こ

れ

を

ウ

ィ

ズ

ド

ロ

ー

ア
ル

（
w
ｉｔ
ｈ
ｄ
ｒ
ａ
w
ａ
ｌ
(撤

退
）

と

い

う

ア

ー

ノ

ル

ド

・

ト
イ

ン
ビ

ー

の

言

葉

を

引

い
て

、

そ

の

「
反

省

」

の

重

要

性

を
解

説

す

る
仏

教

学

者

も

い

る
。

さ

ら

に

は
、

道

元

の

有

名

な

言

葉

に

次

の
が

あ

る
。

「
仏

道

を

な
ら

ふ
と

い

ふ

は
、

自

己

を

な
ら

ふ
也

。

自

己

を

な

ら

ふ

と

い
ふ
は
、
自
己
を
わ
す
る
る
な
り
。
」
（
現
成
公
案
の
巻
第
七
段
）

道

元

に

と

り

真

の

生

は

仏

道

で

あ

り

、

己

を

よ

く

知

る

こ

と

己

事

究

明

で

あ

っ
て

、
「
自

己

を

習

ふ
」

こ

と

だ

と

す

る

。

生

の

真

相

は

自

己

を

探

ね

る

「

退
　

歩

」

の

「

反
　

省

」

を
深

め

る
こ

と

と

い

っ

て

よ

い
。

そ

の

「
反

省
」

の
体

験

行

・

覚
と

し

て

達

磨

の

「
大

乗

壁

観
」

に
連

な

る

「
非

思

量

」

（
薬
山
）
の
「
只
管
打
坐
」
（
『
随
聞
記
』
三
―
二
一
）
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い

で

あ

ろ

う
。

い

わ

ゆ

る

「
見

性

」

で

あ

る
。

こ

こ
で

は
、

か

の

ソ

ク

ラ
テ

ス
が

哲

学

の

モ

ッ

ト

ー

に
し

た
と

さ

れ

る

ア

ポ

ロ
ン

神

殿

に

掲

げ

ら

れ

た

「
汝

自

ら

を

知

れ

」
（
ｇ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｉ
　ｓ
ｅ
ａ
ｕ
ｔｏ
ｎ
）

を

彷

彿

と

さ

せ
、

道

元

の

「
自

己

を

習

ふ
」

こ

と

と

の
親

近

性

を

み

て

と

れ

る

。

二
　
有
時
相
即

―
―
現
在
と
存
在
の
同
義
性

有
限
な
「
自
己

存
在
」
と
「
時
間
」
は
ど
う
関

わ
る
の

か
を
次

に
考
え
て

み
た
い
。
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「
い

は

ゆ

る

有

時

は
、

時

す

で

に

こ

れ

有

な

り

、

有

は

み

な
時

な

り
。
」

（
有
時
の
巻
第
二
段
）

「
有

」

は

「
存

在

」

で

、
「
時

」

は

「
時

間

」

で

、

こ

れ

ら

を

一

単

語

「
有

時
」
（
「
う
じ
」
の
ル
ビ
も
あ
る
。
中
国
音
か
ら
と
す
る
と
有
は
y
o
u
の
発

音
記
号
で
今
日
の
片
仮
名
に
あ
て
る
な
ら
「
ィ
オ
ウ
」
か
「
ヨ
ウ
」
の
方
が

近

い

。
）

と

表

現

し

一
体

と
し

て

い

る
。

先

に

ま

と

め

た

常

識

的

誤

り

三

点

の

う

ち

、

第

一

点

目

の

あ

る
時

点
で

Ａ

と

、

あ

る

時

点

で
Ｂ

と

捉
え

る

誤
り

は
、

こ

の

一

体

性

を

剥

離
し

た

こ
と

か

ら

く

る

と

い

え

る

の
で

は
な

か

ろ

う

か
。

即

ち

時

間

は

あ

た

か
も

無

限

に
経

由
し

て

ゆ

く

と

し

た

中
で

、

自

己

の

お
り

方

を

、

あ

る
と

き

Ａ

で

ど

う
、

あ

る
と

き

Ｂ

で

ど

う
、

と

孤

立

化

さ
せ

（
Ｅ
ｓ
　
ｆｕ
ｒ
　ｓ
ｉｅ
ｈ
）

不

確

定

の

中

で

迷

わ

せ

曇

ら

せ

て

い

る
と

い

っ
て

よ

い
の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

こ
の

時

間

即

ち

剥

離

す

る

「
有

時

乖

離

」

が

ア

ン

ニ

ュ

イ

や

ボ

ー

ド

レ

ー

ル
の

表

現

す

る
時

が

血
を

す

す

り

肥

り

は
び

こ

る

仇

敵

の

病

的

様

相

の
根

に
あ

る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

こ

の
時

間

は
も

は
や

生

の

意

義

の
湧

出

口
で

な

く

な
り

、

生

を

脅

か
す

ク

レ

バ

ス

の

よ

う

に
開

く

。

至

る
と

こ

ろ

「
荒
礒

」

あ
り

だ
。
（

た
だ

久

松

真

一

は

ニ

ヒ
リ

ズ

ム
を

転

換

し

肯

定

し

て

「
他

律

性

、
神

律

性

を

否

定

」

す

る

こ

と

に
向

か

う

。
『
絶
対

主
体
道
』

著
作
集
２

の
二
六
〇
頁
）
。

道

元

に
と

っ
て

、

自

己

存

在

は
時

間

と

不

離

不

即

、

表

裏

一

体

に

あ

り

「
有

時

相

即

」

な

の

で

あ

る
。
「

一

方

を

証

す

る

と

き

は

一
方

は

く

ら

し

。
」
（
現
成
公
案
の
巻
第
六
段
）
と

い

う

こ

と

が

あ

る
だ

け

で

あ

る
。道

元

は

、

次

の

よ

う

に
も

表

現

す

る
。

「
山

も
時

な
り
、
海
も
時
な
り
。
…
…
時
も
し
壊
す
れ
ば
山
海
も
壊
す
。

時
も
し
不
壊

な
れ
ば
山
海
も
不
壊
な
り
。
」
（
有
時
の
巻
第
十
八
段
）

こ
こ
で

は
時
間

の
面

か
ら
存
在
を
捉
え
る
。
時
間
が
壊
れ
れ
ば
存
在
が
壊
れ
、

反
対

に
時
間
が
壊
れ
な
け
れ
ば
存
在
も
壊
れ
な
い
、
と
。
そ
の
よ
う
な
今
、

現
在
の
一
瞬
は
存
在

に
裏
打
ち
さ
れ
た
表
裏
の
一
板
岩
で
あ
る
。

一
方
、
波
多
野
精
一
も

ほ
ぼ
同
様

の
こ
と
を
次
の
よ

う
に
い
う
。
「
現

に

生
き

る
即

ち
実
在
す
る
主
体

に
と

っ
て
は

『
現
在
』
と
真
実
の
存
在
と
は
同

義
語
で

あ
る
。
」
（
『
時
と
永
遠
』
第
一
章
二
）。
現
在
と

真
の
自
己
存
在
と

は
同

義
語
で
あ

る
、
と

い
う
。
つ
ま
り
自
己
存
在
と
現

在
の
同
義
性
を
い

っ
て
い

る
。波
多
野
精

一
は
、

こ
の
同

義
性
を
損
な

う
「
客

観
的
時

間
」

に
対

し
て

「
悪
し
き
」
こ
と
と
し
て
批
判
す
る
。
「
終
り
な
き
果
て
し
な
き
客
観
的
時
間

は
『
悪
し
き
永
遠
性
』

と
呼
び
得
る
で
あ
ら
う
が
、
…
…
欠
陥
の
延
長
で

あ

る
点
を
思

へ
ぱ
、
『
偽
り
の
永

遠
性
』

の
名
が
或

は
一
層
当

を
得
た
も

の
で

も

あ
ら

う
か
。
」
（『
時
と
永
遠
』
第
三
章
十
七
）。

こ
の

よ
う
に
波
多
野
精
一
は

「
現
在
」
と
「
存
在
」
の
同
義
性
か
ら
、
客

観

的
時
間

を
「
偽
り
の
永
遠
性
」
と
批
判
し
、
他
方
、
道
元
は
そ
れ
を
「
有

時

相
即
」
か
ら
誤
れ

る
見
解

と
し
て
注
意
す

る
。
両

者

に
と

っ
て

時
間

の

「
無
終
極
性
」

に
生
き
る
と
い
う
よ
う
な
「
有
時
乖
離
」
は
な
い
。

蜃
気
楼
を
求

め
る
錯
覚
の
道
を
ど
こ
ま
で
も
人

は
進
む
の
で
は
な
く
、
た

だ
、
歩

む

ク
レ
バ
ス
を
わ
た

る
一
歩
一
歩

の
現
在
に
自
己
存

在
が

あ
る

と

い
っ
て
よ

い
。



三

「
つ

ら

な

り

な
が

ら

時

々
な

り

」

―
―
－
非
連
続
の
連
続
性

道
元

は
「
有
時
相
即
」

を
有

（
存

在
）

の
面
か
ら
捉
え

て
、
「
つ
ら

な
り

な
が
ら
時
々
な
り
」
と
い
う
。

「
要
を
と
り
て

い
は
ば
、
尽
界

に
あ
ら
ゆ
る
尽

有
は
、
つ
ら
な
り
な
が

ら
時

々
な
り
。
有
時

な
る

に
よ
り
て
吾
有

時
な
り
。
」
（
有
時
の
巻
第
八

段
）

要
約
す
れ
ば
、
全
世
界
の
全
存
在

は
連
な

っ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
時

々
で
、

そ
の
有
時
と
し
て
自
己
も
ま

た
存
在
し
て

い
る
、
と
。

こ
こ
に
道
元
の
思
惟
す
る
時
間

の
二
構
造
が
端
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。
即

ち
「
つ
ら

な

り
」

と
表

わ

さ

れ

た
存

在
が

も

つ

時
間

の
「
連

続
性
」

と

「
時
々
な
り
」
と
表

わ
さ
れ
た
時

間
の
「
非
連
続
性
」

と
で

あ
る
。

ま

た
道

元

は
「
つ
ら

な
り
」
を
「

経
歴
」
と

し
、
「
時

々
な
り
」

を
「
前
後
際
断
」

と
し
、
「
な
が

ら
」
を
「
功
徳
」
と

し
て

説
明
し
て

い
る
と

私
は
解
す

る
。

一
般
に
時
間
の
「
連
続
に
し
て

非
連
続
」
と
い
わ
れ

、
或
は
「
非

連
続
の
連

続
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
で

も
あ
る
。

一
方
、
波
多
野

精
一
は
道
元

の

い
う

「
つ
ら

な
り
」
「

経
歴
」
を

「
文

化

的
時
間
性
」
と
し
て

連
統
性
を
表
わ
し
、
ま
た
「
時
々
な
り
」
「
前
後
際
断
」

を

「
自
然
的

時
間

性
」

と

し
て

非

連

続
性

を

表

わ
し

た

と
私

は
と

る
。

（「
連
」
か
「
列
」
の

漢
字
を
「
つ

ら
な
り
」

に
当
て

る
と
、
「
時

々
」

と
の

間
で
対
に
な
る
が
そ
う
は
せ
ず
、
平
仮
名

に
し
た
の
に
は
理
由
が
あ

っ
た
と

推

察

す

る
が

今

は

詮
索

し

な

い
。
）

ま

た

、

波

多

野

精

一

の

「
先

験

的

同

一

性

」

は

道
元

の

「
な
が

ら

」
「
功

徳

」

と
同

一

と
捉

え

る

（
末
尾
の
図
解
参
照
）
。

「
先

験

的

同

一

性

」

は

「
先

験

的

回

想

」
（
『
時

と
永
遠
』
第

二
章

十
）

に
依

存

し
、

そ

の

「
回

想

」
（
記

憶

）

は

ア

ウ

グ

ス

テ

ィ

ヌ

ス

の

思

惟

に

遠

く

由

来

し

て

い

る

と

い

え

る

。

ま

た

ラ

イ
プ

ニ

ッ
ツ

は

「
記

憶

は
精

神

に

一
種

の

連

絡

作
用

を

与

え

る

。
」
（
『
単
子

論
』
2
6）
と

し

、

こ

の

機

能

解

明

も

付

言

し

う

る

。

と

も

あ

れ

、

波

多

野

精

一

は

い
う

。

こ

の

「
回

想

の

内
容

と

し
て

の
過

去

は

無

に

帰

し

た

有

の

再

現

で

あ

る

。
」
（
第
二

章
十

二
）
（
帰

着

無
、

再

現

有
）
。
か
く
て
「
非
存
在
が
存
在
に
向
ひ
無
よ
り
有
が
呼
び
起
さ
れ
つ
つ
、

自

然

的

時

間

に

お

い
て

と

は
正

反
対

の
方

向

に

存

在

の

移

動

が
行

は
れ

る
と

い
ふ

現

象

が

発

生

す

る

」
（
同

所

）

の

で
あ

る

（
呼
応
無
、
転
回
有
）
。

出

起

す

る

「
出

来

事

」
（
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉｃ
ｈ
ｔｅ
）

と
、

記

述

さ

れ

る

「
歴

史

」
（
Ｈ
ｉｓ
ｔｏ
ｒ
ｉｅ
）

の
区

分

も

ほ

ぼ

同

根

で

あ

ろ

う

。
（
参
照
、
拙
著

『
ニ
ー
チ

ェ
の

ニ
ヒ
リ
ズ

ム
と

超
人
』
五
四
頁

、
驢
馬

出
版
）
。

(
1
)
「
つ
ら
な
り
」
は
経
歴
―
―
文
化
的
時
間
性

一
方
、
道
元

の

「
つ
ら

な
り
」

は
、
時
間

の
連

続
性

で
あ

り
、
そ

れ
を

「
経
歴
」

と
先
に
解
し
た
。

「
有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
。
」
（
有
時
の
巻
第
九
段
）

「
経
歴
は
、
た
と
へ
ば

春
の
ご
と
し
。
春
に
許
多

般
の
様
子
あ
り
、
こ

れ
を
経
歴
と
い
ふ
。」
（
有
時
の
巻
第
十
三
段
）

「
経
歴
」
は
例
え
ば
芽
吹
き
、
花
開
く
な
ど
、
あ
ま
た
の
様
子

が
春

を
ひ
く
、
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も

た
ら
す

よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を

逆
に
春
が
来

た
か
ら
芽
吹
き
、
花

開
く

こ
と
と
考
え
て

は
な
ら
な

い
、
と

い
う
。
そ
れ
を
、

「
昨
今

の
道
理
」

は
。

「
千
峰
万
峰
を
み
わ
た
す
時
節
な
り
、
す
ぎ

ぬ
る

に
あ
ら
ず
。
三
頭
八

臂
も
す
な
は
ち
わ
が
有
時
に
て

一
経
す
、
」
（
有
時
の
巻
第
七
段
）
と
い
う
。

こ
の

「
一
経
」
が
三
頭
八
臂
で
あ
り
丈
六

八
尺
で
あ
り
、
芽
吹
き
で
あ
り
開

花
で
あ

る
。
こ
れ
ら

「
一
経
」
を
一
部
分
と
す
る
の
が
「
み
わ
た
す
時
節
」

「
す
ぎ

ぬ
る
に
あ
ら
ず
」
の
「
経
歴
」
な
の
で
あ
る
。
「
時
々
」

の
「
様
子
」

で
あ
る

「
み
わ
た
す
時
節
」

に
過
去
は
な
く
、
あ
る
の
は
現

在
だ
け

と
い
う

道
理
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
有
時
に
「
経
歴
」
が
働
き
、
そ
の
限

り
で
、

有
時
の
本
性
な
の
で

あ
り
、
そ
の
働
き

は
「
功
徳
」

の
も
た
ら
す
も

の
と
い

え
る
。

道
元
は
そ
こ
で

「
経
歴
」

の
向
き
、

ベ
ク
ト
ル
を
示
し
て

い
る
。

波
多
野
精

一
は
、
こ

の
ベ

ク
ト
ル
を
異
な
る
段
階
区
分

に
よ
り
明
確

に
し

た
点
と
時
間

の
構
造
を
究
明
し

た
こ

と
の
二
点
に
お
い
て
時
間
論
で

の
功
績

が
あ

っ
た
と
い
っ
て

よ
い
。
即

ち
「
時

の
方
向

は
将
来

よ
り
現
在
を
経
て
過

去
へ
向
ふ
と
も

、
ま

た
反
対

に
過
去

よ
り
将
来

へ
向

ふ
と
も
考
へ
ら
れ

る
。

こ
の
矛

盾
は
時

の
観
念

の
中

に
伏
在
す

る
問
題

を
示
唆
す
る
…
…
時
間
性
の

異

な
っ
た
段
階
を
区
分
す
る

こ
と
に
よ
っ

て
の
み
解

決
を
み
る
。
」

と
斬
新

で
あ

る
と
私

は
思
う
（
『
時
と
永
遠
』
第
一
章
４
）。
（
「
時

の
観
念
」
と
自

然
的

時
間
性

に
も
空
間
的
表
現
の
入
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
は
留
意
し
て
お
き
た

い
）
。
直
接
的
影
響
は
目
下
の
と

こ
ろ
考

え
が
た
い
が
、

そ
の
思
惟

の
先
蹤

に
道
元
が

い
た
と
言

い
得
よ
う
。

道
元

は
「
有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
。」

に
続
け
て
。

「
い
は
ゆ
る
今
日
よ
り
明
日
へ
経
歴
す
、
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
。

昨
日
よ
り
今
日
へ
経
歴
す
。
」
（
有
時
の
巻
第
九
段
）
と

い
う
。

こ
こ
で
の
「
○
○

よ
り
○

○

へ
（
に
）」

は
時
の
過
ぎ
去

る
流
動

推
移
と
受

け
と
り
が
ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く
先

に
「
経
歴
」
を
「
み
わ
た
す
時
節
」

「
様
子
」
と
見
た
よ
う
に
「
す
ぎ

ぬ
る
に
あ
ら
ず
」
と
受
け
と

る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
「
時
々
」
を
「
様
子
」

に
し
た
方
向
づ
け

の
み

の
表
現
と
受

け
と
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

「
今
日
よ
り
明

日
へ
経
歴

す
、
…
…
昨
日
よ
り
今
日
へ
経
歴
す
」

は
、
波
多

野
精
一
の
「
文
化
的
時
間
性
」
の
〈
過
去
↓
現
在
↓
未
来
〉
の
ベ
ク
ト
ル
と

し

て
、
ま
た
、
「
今
日
よ

り
昨

日

に
経

歴
す
」

は
、
「
自
然

的
時

間
性
」

の

〈
現
在
↓
過
去
〉
の
ベ
ク
ト
ル
と
照
応
す
る
と
い
え
る
。
（
「
○
○
へ
」
は
未

来

へ
と
、
「
０
０

に
」

は
過
去

に
と
使
用
区

分
あ
り
。
）
詳
細
に
み
る
な
ら
ば
、

条
件
を
つ
け
て
の
異
同
指
摘

に
な
り
、
ま
た
両
者

に
表
現
の
「
根
源
的
空
間

性
」
克
服
困
難
性
を
見
て
と
れ
る
が
、
大
筋
類
同
と
は
言

い
得
よ
う
。

(
2
)
「
な
が
ら
」
は
功
徳
―
―
先
験
的
同
一
性

波
多
野
精
一
の
「
自
然
的
時
間
性
」
で

過
去

に
没
し
去

っ
た
の
を
浮
か
び

あ
が
ら
せ
、
取

り
出
す
の
が
「
文
化
的
時
間
性
」
で
あ
る
が
（
帰

着
無
、
再

現
有
）
、
そ
の
浮
上

を
さ
せ
取

り
出

し
回
想

（
記
憶
）
さ
せ

る
の
が

「
先

験

的
同
一
性
」
で

あ
る
（
呼
応
無
、
転
回
有
）
。
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こ

の

「
先

験

的

同

一
性

」

に
相

応

す

る
の

が

道

元

で

は

「
な

が

ら

」

で

あ

り

「
功

徳

」

で

あ

る
と

先

に
解

し

た
。

時

間

の

連

続

性

と

非

連

続

性

の

「
接

続
助

詞

」
「
な

が

ら

」

で

あ

る
。

「
な

が

ら
」

は

「
乍

ら
」

と

も

書

き

、

連

体

修

飾

を

表

わ

す

上

代

の

助

詞

「

な
」

に
、

も

の

の

性
質

・

資

質

を

表

わ

す

体

言

「

か

ら

」

の

つ

い

た

語

で

あ

る
が

、

①

「
そ

れ

全

部

が

あ

る

ま

ま

後

に

続

く

こ

と

を

示

す

」
「
そ

っ
く

り

そ

の

ま

ま
」

と

い

う

意

味

と

、

②

他

方

で

は

「
…

…

で

は

あ

る

が
」

「
…

…
け

れ

ど

も

」

の

二

つ

の

意

味

が
あ

る
。
（
例

え

ば

、

①

は

「
涙

な

が
ら

に
話

す

」

と

、

②

は

「
悪

い

こ

と

と

知

り

な

が

ら

す

る
」
。
）

即

ち

、
「
な

が

ら
」

は
①

「
呼

応
」

の

内

容

相

続
と

、

②

「
転

回
」

の
反

転

す

る
媒

介

の
接

続
助

詞

と

し

て

受

け

と

れ

る
。

こ

こ
で

は
両

者

の

「
呼

応

無

、

転

回
有

」

で

あ

る
。
（
「
広
辞
苑
」
『
国
語

大
辞
典
』
）

「
功
徳
」
と
は
梵
語
の
G
u
n
a
か
ら
の
訳
で
一
般
に
功
能
（
能
力
）
、
福
徳

を

意

味

し

て

い
て

善

行

の

果

報

を

い
う

。

無

所

得

の

心

に

よ

る

善

行

は

悪

の

心

が

尽

き

る

を

「
功

」

と

い

い
、

善

の

心

が

満

つ

る

を

「
徳

」

と

す

る
。

達

磨

は

梁

の

仏

教

の

外

護

者

・
武

帝

に

問

わ

れ

、

武

帝

の

働
き

は

「
無

功

徳

」

と

し

た

こ

と

は

つ

と

に
有

名

で

あ

る

（
『
伝
灯
録
』
巻
三
）
。

仏

教

の

外
護

そ

れ

自

体

が

「
功

徳

」

と

解

す

る

の

が

一

般

で

あ

る

。

道

元

の

こ

こ

で

の

「
功

徳

」

を

西

有

穆

山

は

「
あ

た
り

ま

へ
、

持

ち

前

」

と

読

む

（
『
正

法
眼
蔵
啓
迪
』

（
上
）
四

二
六
頁
）
。

道

元

は

有

時

の

巻

で

帰

省

禅

師

の
恁

麼

ａ
ｔ
ｔａ
ｉｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
と

道

得

ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ

を

意

と

句

で

示

し

考

察

し

（
無

礙

と

し

）

た

箇

所

で

次

の

言

葉

を

吐

く

。

「
礙

は
礙
を
眼
す
る
な
り
、
こ
れ
時
な
り
。
」
（
有
時
の
巻
第
二
十
段
）

「
眼
」
と
は
「
さ
え
る
」
こ
と
で
、
「
塞
き
と
め
る
」
「
さ
え
ぎ
る
」

の
意
味

で
、
般
若
心
経
の
「
ケ
イ
凝
」
、
五
障
の
「
五
眼
」
、
自
由
自
在
の
「
縦
横
無

礙
」
の

よ
う

に
使
用

さ

れ
る
。
概
し

て
「
さ

ま
た

げ
」
「
バ
リ

ア
ー
」
「
障

害
」
「
拘
束
」
「
限
定
」
ｈ
ｉｎ
ｄｒａ
ｎ
ｃ
ｅ

で
あ
る
。

こ
の

「
礙
」

の
反
対
語

は
「
無
礙
」
で

「
自
由
」
（
無
限
定
）
で
あ

る
。

そ
こ
で
い
ま
仮
に
「
自
由
」
を
「
礙
」
に
代
え
て
入
れ
て
み
る
と
。

「
自
由

は
自
由
を
自
由
す
る
な
り
、
…
…
」

と
な
る
。
奇
妙

に
聞
こ

え
る
表
現
だ
が
、
「
自
由
」
と

い
う
言
葉
の
も
つ
根

源
的
性
格
を
指
摘
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
「
自
由
」
と
い
う
言
葉

は
、

そ
の
言
葉
自
身

を

”自
由
”
に
し
て
し
ま

う
働
き
を
も

つ
、

と
。
「
自
由
」

は
そ
の
言
葉
の
中
に
、
「
自
由
」
そ
れ
自
身
を
打
ち
破
る
”
自
由
”
、
即
ち
最

初

の
「
自

由
」

に
と
っ
て

。不
自
由
”
と
い
う
否

定
す

る
働
き
の
要
素
を
も

つ
こ
と
も
あ
る
こ
と

の
指
摘
で

あ
る
。
「
自

由
」

に
は
「
自

由
」

を
制
限
す

る

”自

由
″
つ
ま
り

。
拘
束
、
不
自
由
”
と
い
う
因
子
も

総
て
で

は
な
い
が

含
む

と
受
け
と
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。
現
実
に
自
由
を
守

る
た
め
に
、
自
由
を

破
壊
す
る
テ

ロ
を
、
防
止
（
不
自
由
）
す
る
と
い
う
よ
う
に
で

あ
る
。

こ
れ

を
「
礙
」

に
戻

し
、

ま
た
仮

に

。不

自

由
、
拘

束
”
で
あ

る
「
限

定
」
を
入
れ
る
と
。

「
限
定
は
限
定
を
限
定
す

る
な
り
、
…
…
」

と
な
り
、
「
限
定
」
の
否
定
因
子
を
導
き
出
し
、
”
無
礙
”
つ
ま
り
。
自
由
”

も
含
有
す
る
意
味
と
受
け
と
れ
な

い
だ
ろ
う
か
。
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こ

れ

ら

両

者

は

例

え

ば

、

言

論

自

由

の

中

で

、

言

論
統

制

を

掲

げ

る

主

張

の

自

由

も

排

除
で

き

な

い

と

い

う

自

由

の

も

つ
矛

盾

で
あ

ろ

う
し

、

逆

に

、

言

論

統

制

の

中
で

、

言

論

統

制

と

い

う

主

張

の
自

由

が

な
け

れ
ば

言

論

統

制

が

で

き

な

い

と

い

う

統
制

の

も

つ

矛

盾

と

も

同

様
で

あ
ろ

う
。

独
裁

政

治

に

は

独

裁

者

一

人

の
自

由

が

不

可

欠

で

あ

り

、

民
主

政

治

に

は

独
裁

待

望
者

を

許

容

せ

ざ

る

を
得

な

い
不

自

由

が

不

可

欠

で

あ

る

の

と
同

様

で

あ

ろ

う
。

た

だ

具

体

例

で
現

実

的

に

は

、

こ

の

許

容

幅

を

狭

め

な
け

れ

ば

な
ら

な

い
時

も

あ

る

で

あ

ろ

う
し

、

広
げ

る

こ

と

の

で
き

る

幸
福

な

時

も

あ

り

、

リ

ス

ク

回

避

の

パ

ワ

ー

の
政

治

問

題

と

な

る
で

あ

ろ

う
。

と

も

あ

れ

波

多

野

精

一

は

「
先

験

的

同

一

性

」

と

い

う

術

語

の

「
先

験

的

」

に

ｔｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｚ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔａ
ｌ
と

い

う

ド

イ

ツ
語

を

添

え

て

用

い

て

い

る

（
『
時

と
永
遠
』
第
二
章
十
）
。

こ

の

「
先

験

的

」

の

語

に

或

る

ヒ

ン

タ

ー

ラ

ン

ド

に

擬

え

ら

れ

る
思

い

を

こ

め

論

理

的

整

合

性

を

保

ち

た

か

っ
た

の

だ

と

受

け

と

り

、

ま

た

”
稲

光

り

”

す

る
も

の

を

波

多

野

精

一

に

私

は

読

む

。

そ

れ

は

道

元

が

「
有

時

に

経

歴

の
功

徳

あ

り

」

と

表

現

す

る

と

こ

ろ

の

「
功

徳

」

に
類

似

し

た

”
底

光

り

”

を

見

る
の

は

私

だ
け

で

は

な

い

だ

ろ

う

、

と

想

像

す

る
の

と

同

一
で

あ

る
。

い

い

か
え

る
と

十

界

の

地

獄

、

餓

鬼

、

畜

生

、

修

羅

か
ら

抜

け

出

し

、

さ

し

あ

た
り

智

を

保

持

す

る

こ

と

を

得

た

「
人

間

界

」

に
あ

る
こ

と

の

「
功

徳

」

を

で

あ

る
。

そ

れ

で

は

元

に

戻

っ
て

、
「
礙

」

論

の

一
般

性

と

し
て

は

、

ど

う

か

。

も

っ
と

も

「
自

由

」

と

い
う

言

葉

が

、

不

自

由

の

否

定

因

子

を

も

ち

、

「
限

定

」

が

自

由

と

い

う

否

定

因

子

を

も

つ
と

い

う

こ

と

は
、

言
語

矛

盾

で

言
語

の

意
味

を

も

た

な

い

と

も

い
え

る
。

む

し

ろ

こ

の

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス
流

の
硬

質

言
語

観

が

一

般

で

あ

る
。

し

か
し

困

難

な
問

題

で

は

あ

る
が

、

言

葉

を

道

具

の

一

つ
と

し

、

事

象

を

取

り

込

む
器

と

考
え

て

よ

い

の

な
ら

、

軟

ら

か

い

言
語

観

で

、

言

語

に

必

ず

し

も

執

わ

れ

な

い

、

直

に

世

界

と

対

峙

で

き

る

方

向

づ

け

（
o
r
i
e
n
t
i
e
r
u
n
g
）
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。
象

徴
的

に

言
う

の

な

ら

、

ロ
ゴ

ス

か
ら

不

立

文
字

（
因

言

遣

言
）

許

容

の

言

語

に
で

あ

る
。

沈

黙

・
無

記

を

有

意

味

と

す

る
器

の

言
語

に

、

言

語

を

万

能

と

し

な

い

言

語

に
で

あ

る
。

ま

た

、

メ

タ

フ

ァ
ー

に
な

る
が

、
山

頂

の
分

水

嶺

に

到

達

す

る

登

頂

の

ス

テ

ッ
プ

上

昇

方

式

と
下

山

の

ス
テ

ッ

プ
下

降

方

式

と

は

逆

転
す

る

が
、

こ

れ

を

時

間

の

連

続

と

非

連

続

の

結

節

点

の

比

喩

に
で

き

ま

い

か
。

接

続

助

詞

「
な

が

ら
」
「

功

徳

」

と

「
先

験

的
同

一
性

」

に

相

当
す

る

と
し

て

で

あ

る
。

最

初

は

水
平

的

、
因

果

的

志

向

で

進

ん
だ

と

す

る

の

な

ら

、

最
後

に

は
、

垂

直

的

、

非
因

果

的

思

考

を

要

求

す

る

よ

う

に

、

で

あ

る
。
（
井

筒

俊

彦

は
禅

問

答

の

「
本

源

的

非

言

語

の

垂

直

的

言
語

化

の

場

」

を

指

摘

す

る
。
『
意
識

と
本
質
』
四

二
三

頁
）
。

(
3
)
「
時
々
な
り
」
は
前
後
際
断
―
―
自
然
的
時
間
性

「
つ
ら
な
り

な
が
ら
時

々
な
り
」
の
「
時

々
な
り
」

に
あ

た
る

「
前

後
際

断

」

と

い

う
言

葉

は

『
正

法

眼

蔵
』

の

現

成
公

案

の
巻

第

十

段

に
あ

る

。

「

た
き

木

、

は
ひ

と

な

る

。
さ

ら

に

か

へ
り

て

た
き

木

と

な

る
べ

き

に



あ

ら
ず

。

し

か

お

る

を
、

灰

は

の

ち
、

薪

は

さ

き

と
見

取

す

べ

か
ら

ず

。

し

る

べ
し

、

薪

は

薪

の
法

位

に
住

し

て

、

さ

き

あ

り

の
ち

あ

り

。

前

後

あ

り
と

い
へ
ど
も
、
前

後
際
断
せ
り
。
灰

は
灰

の

法
位

に
あ

り
て
、

の
ち
あ
り

さ
き

あ
り
。
」
（
添
え
た
漢
字
は
筆
者
に
よ
る
）

要

約

す

れ

ば

、
「

た

き
木

」

は
燃

え

て
灰

に
変

化

す

る

と

常

識

か
ら

取

り

が

ち

だ
が

、

そ

う

で

は

な

く

「

た
き

木

」

に
は

「
た

き

木

」

の
位

（
法

位

）

が

あ
り

、

そ

の
位

は

前

と

後

を
際

断

し

た

中

に

あ

り

、

ま

た

「
灰

」

に
し

て

も

同

様

で

あ

る

、

と

な

る

。

「

た
き

木

」

に

は
位

〔
法

位
。
『
法
華
経
』
方
便

品
に
あ

る
。
岩
波
文

庫
（
上
）
以

下
同
〕

が

あ

り

、
「
灰

」

も

ま

た

位

（
法

位

）

か

お

り

、

そ

れ

ぞ

れ

の

際

で

断

絶

さ

れ

「
独

立

無

伴

」

で

あ

る
。
「

た
き

木

」

に

は

確

か

に

、

常

識

で

は

前

の

も

の

「
生

木

」

が

あ
り

、

後

の

も

の

「

灰

」

が

あ

る

が

、

し

か
し

前

後

か
ら

際

斷

さ

れ

た
中

に

「

た
き

木

」

と

い
う

位

（
法

位

）

が

あ

る
。

位
（
法
位
）
と
は
「
真
如
（
t
a
t
h
a
t
a
)
」
、
僧
位
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ

で

は
む

し

ろ

「

自
己

を
習

ふ
」
「

反
　

省

」

し

た
結

果

の

一

つ

の
位

で

、

宇

宙

に
お

け

る
自

己

、

自

性

の
分

限

、

分

際

に

安

ん

じ

る
居

場

所

、
安

住

地

を

い
う

べ

き

と

解

す

る

。
「

た

き

木

」

に

は

「

た

き

木

」

と

し

て

の

一

つ

の

位

置

か

お

り

、
「
灰

」

に

は

「
灰

」

の
位

置

が

あ

り

、

ま

た

「
人

」

に

は

「
人

」

の
宇

宙

に

お
け

る

一

つ

の
位

置

が

あ

る

、

と

。

し

た

が

っ
て

、

人

は
生

き

て

は
生
の
位
置
に
あ
り
、
死
ん
で
は
死
の
位
置
に
あ
り
、
生
滅
し
な
い
「
不
生

不

滅

」

で

あ

る

、
こ

と

と

な

る
。

芽

吹

き

、

開

花

は

夫

夫

で

「

そ
れ

」

で

あ

る
の

で

あ

り

、

春

は

そ

の
同

一

レ
ベ

ル
に

は

な

い
。

春

は
そ

こ

に
後

で

包

括

し
て
つ
け
ら
れ
た
名
に
す
ぎ
な

い
。
「
す
ぎ

な
い
名
」
と

い
う
春

か
ら
見
る

か
ら
、
芽
吹
き

か
ら
開
花
へ
と

移
り
ゆ
く
、
流
動
推
移
か
と
誤
る
。
正
し
く

は

「
時

々
な
り
」
な
の
で
あ
る
。

「
前
後
際
断
」
と
は
、
改
め
て

い
う
と

「
た
き
木
」
で
は

「
前
際
」

に
あ
る

「
生
木
」
と

「
後
際
」

に
あ

る
「
灰
」

を
「
中
際
」

に
お

い
て
断

絶
し
て
い

る
と
い
え

る
が
、
「
中
際
」
で
全
く
別

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
非
連
続
性
」

で
あ
る
。

「
た
き
木
」
と

「
灰
」
の
間
に
は
経
験
知

の
即
ち

「
す
ぎ
な
い
名
」

の
知
の

「
燃
焼
」
と

い
う
火
の
働
き
が

あ
る
が
、

こ
こ
に
有

名
な

『
法
華
経
』
譬
喩

品
の
「
■
（
忽
）
然
火
起
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
火
が
起
き
る
の
は
、
生

木

が

「
乾

く
」

薪

と
同

様

に
比

喩
な

が

ら

「
際

断
」

を

導

く

「
深

淵
」

（
A
b
g
r
u
n
d
）
で
あ
る
と
私
は
捉
え
る
。

こ
こ

に
は

「
前
後
際
断
」
と
い
う
「
非
連
続
性
」
が
「
連
続
性
」

の
境
を

断
ち
切

る
底
意
が
見
え
る
。
「
業
苦
」
「
辛
苦
」
の
境
を
断
ち
切
り
、
「
生
死
」

の
境
を
断
ち
切

る
。

か
く
て
、
悪

業
因
果

か
ら
の
脱
出
、
生
滅
し
な
い
「
不

生
不
滅
」

の
常
住
と
な
る
、
と
い
え
る
。

波
多
野
精
一

の
「
自
然
的
時
間

性
」

は
、
不
可
逆
的
な
現
在
の
過
去
化
で

あ
る
。
過
去
化

は
現
在
の

「
内
部

構
造
」
で
あ
る
。
あ
る
の
は
「
現
在
」
で

あ
り
過
去
化
を
そ
の
内
部
に
構

造
と
し
て
も
つ
だ
け
で
あ
る
。
波
多
野
精
一

に
と

っ
て

「
自
然
的
時
間
性
」

は
「
文
化
的
時
間
性
」
を
経
た
最

終
の

「
宗

教
的
時
間
性
」
の
準
備
的
要
素

を
も
つ
と
受
け
と
る
の
が
通
説
だ
ろ
う
が
、

私
に
と

っ
て

は
そ
れ

に
と
ど
ま
ら
な

い
根
源
的
な
時
間
性
格
で
あ

る
。
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四

ま

と

め

―
―
串
団
子
の
比
喩

こ
れ
ま
で
道
元
の
思
惟
し

た
「
時
間
構
造
」
を
波
多
野
精
一
の
そ
れ
を

フ

レ
ー

ム
と
し
て
照
し
出
そ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
道
元
の
思
惟
を
中
心
と

し
た
た
め
に
、
一
部
分
道
元

の
が
先
行
し
た
箇
所
も
出
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
そ
れ
は
結
局
、
波
多
野
精
一
の
「
自
然
的
時
間
性
」

か
ら
道

元
の
「
時
々
な
り
」
と
「
前
後
際
断
」
つ
ま
り
非
連
続
性
を
見
る
と

ク
リ
ア

に
な
り
、
ま
た
「
文
化
的
時
間
性
」
か
ら
「
つ
ら
な
り
」
と
「
経
歴
」
つ
ま

り
連
続
性
を
見
る
と
判
然
と
な
る
と

い
え
る
。
そ
し
て

、
そ
れ
ら
両
者
の
媒

介
と
し
て
「
先
験
的
同
一
性
」
で
「
な
が
ら
」

と
「
功
徳
」

を
取

り
出
す
と

時
間
の
構
造
が
よ
り
判
明
と
な
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
と
も
す
る

と
矛
盾
す
る
表
現
か
ら
理
解
困
難
な
時
間
の
「
非

連
続
の
連

続
性
」
の
解
明

を
し
た
一
つ
の
試
み
で
も
あ

っ
た
。

も
と
よ
り
、
道
元
と
波
多
野
精
一
両
者
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
異
な
る
の
で

詳
細

に
は
及
ば
な
か

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
ま
た
不

必
要

な
と
き
も
あ
る
。

し

か
し
、
驚
き
の
発
見
も
あ

っ
た
。
波
多
野
精
一
と
道
元

の
①
存
在
と
時

間
の
同
義
性
と
有
時
相
即
を
両
者
が
共
に
も
つ
確
認
と
連
動
し
て
不

乖
離
か

ら
の
今
日
の
虚
無
的
課
題
の
指
摘
、
②
両
者
の
二
時
間
性
の
構
造
類
似
の
発

見
、
③
二
時
間
性
の
ベ

ク
ト
ル
共
通
性
が
双

方
に
あ
り
、
「
過

去
か
ら

の
現

在
」
と

「
過

去
へ

の
現

在
」
の
方

向
性
と
を

見
出
し

た

こ
と
、

④

「
な
が

ら
」

に
従
来
一
般
の
「
非
連
続
の
連
続
」
と
異
な
る
媒
介
性
の
積
極
的
意
義

を

「

先

験

的

同

一

性

」

と

「
功

徳
」

と
し

て

見

出

し

、

更

に

「

礙

」

論

と
し

て

不
十

分

な

が

ら

考

察

し

た

こ

と
で

あ

る
。
〔
「
隔
法
異

成
」
（
華
厳
）
、
「
三
法
展

転
、
因
果
同

時
」
（
唯
識
）

と
の
関
連
言
及
は
避
け

た
〕
。

最

後

に

⑤

と

し

て

、

身

近

の

〈

串
団

子

の
比

喩

〉

で

し

め

く

く

り

た

い
。

「

有

時

」

を

「

串

団

子

」

に

喩

え

る

と

、
「
串

」

は

「
つ

ら

な

り

」
「
経

歴

」

「
文

化

的

時

間

性

」

の

「

連

続

性

」

を

、

他

方

「

団
子

」

は

「
時

々
な

り

」

「

前

後

際
断

」
「

自

然

的

時

間

性

」

の

「
非

連

続

性

」

を

あ

て

る

こ

と

が
で

き

る

。

そ

の

際

、

団
子

が

串

か

ら

抜
け

落

ち

な

い

よ

う

に

支

え

て

い

る

「
粘

着

性

」

は

「

な

が

ら

」
「
功

徳

」
「
先

験

的

同

一

性

」

の

媒

介

性
と

し

て
働

い
て

い

る
と

比

喩

で

き

よ

う

か

。

「
転

が
り

し
　

き

ょ

う

だ

い
団

子

も

串

一

つ

つ

ら

ぬ
き

通

し
て

か

た
ち

と

と

の

う

。
」

信
仰

に
関

わ

り

の

あ

る

人

な
ら

「
串

団

子

」

よ

り
む

し

ろ
煩

悩

の
数

と

さ

れ
る
一
〇
八
個
の
珠
を
紐
で
繋
い
だ
「
数
珠
」
（
念
珠
）
か
或
は
カ
ト
リ
ッ

ク

で
普

通

一

六
五

個

の

珠

を

紐
で

繋

い
だ

「

ロ
ザ

リ

オ
」

を
比

喩

と
し

て

あ

げ

る

か
も

し

れ

な

い

。

〈
主
な
参

考
書
目
〉

『
沙
門
道
元
』
（
『
改

訂
日
本
精
神
史
研
究
』
所
収
）
和
辻
哲
郎
、
昭
和
一
五
年
六
月

（
大
正
九
－
一
二
年
）
、
岩
波
書
店
。

『
正
法
眼

蔵
啓

迪
』
西
有

穆
山

提
唱
、
昭
和
五
年
一
〇

月
、
代

々
木
書

院
。

『
道
元
の
研
究

』
秋
山

範
二
、
昭
和
一
〇
年
九
月
、
岩
波
書
店
。



五 〈付〉 時間構造の図解

『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私

観
』
田
辺
元
、
昭
和
一
四
年
五
月
、
岩
波

書
店
。

『
仏
教
に
於
け
る
時
の
研
究
』

中
山
延
二
、
昭
和
一
八
年
四
月
、

百
華
苑
。

『
仏
教
に
お
け

る
時
間
論
』
増
永
霊
鳳
、
昭
和
四
一
年
二
月
、
山

喜
房
仏
書
林
。

『
正
法
眼
蔵
参
究
』
安
谷

白
雲

、
昭
和
四
三
年
一
〇
月

、
春
秋
社
。

『
全
巻
現
代

訳
正
法
眼
蔵
』
高
橋
賢
陳
訳
、
昭
和
四
六
年
九
月
、

理
想
社
。

『
現
代
語

訳
正
法
眼
蔵
』
西
嶋
和
夫
、
昭
和
五
四

年
六
月
、
金
沢

文
庫
。

『
正
法
眼
蔵
講
話
』
西
谷
啓
治
、
平
成
元
年
六
月

、
筑
摩
書

房
。

『
正
法
眼
蔵
用
語
辞
典
』
中
村
宗
一
、
昭
和
五
〇
年
二
月
、
誠
信

書
房
。

『
道
元
辞
典
』
菅
沼
晃
編
、
昭
和
五
二
年
一
一
月
、
東
京
堂
出
版
。

（
が
わ
せ
・
の
ぽ
る
、
宗
教
哲
学
・
近
現
代
哲
学
、

元

法

政

大
学

講

師

）
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